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当院では、ＡＢＩ（血圧脈波検査）という検査ができます。 

両腕と足首に血圧計を巻いて測定する検査で、同時に血管の硬さ 

と詰まりを測定することができる検査です。短時間で終わる検査に 

なります。足の血管の狭さや詰まりは、足の血圧を測る（ＡＢＩ） 

ことで分かります。ＡＢＩは、上腕の血圧と足首の血圧を測定し、 

その比を計算します。正常の比よりも低い場合は、血管が狭く血流が 

悪くなっていると考えられます。血管の硬さは、脈が心臓から足や腕まで伝わっていく速さを調べ

ます。軟らかい血管では、脈がゆっくりと伝わり、硬い血管では脈が速く伝わります。この検査に

よって血管の老化がどのくらい進んでいるかを示す「血管年齢」を割り出すことができます。 

血管年齢は、その人の血管が自分の年齢に相応しているかどうかを知るための指標で、動脈硬化の

進行度を測る物差しになります。 

糖尿病外来受診している方、是非一度主治医にご相談下さい。 

糖尿病外来受診している方、是非一度主治医にご相談ください。 

 
糖 尿 病とは・・インスリンが十分に働かず高血糖が慢性的に続いてしまう病気で、 

さまざまな合併症を引き起こすことがあります。 

動脈硬化とは・・文字通り動脈の血管が硬くなって弾力性が失われている状態のことです。 

食事や運動不足、喫煙などの影響するものであります。 

 

糖尿病は、高血圧、高脂血症、肥満などと 

ともに、生活習慣病の代表です。 

糖尿病で高血糖の状態が慢性的に続くと、 

ドロドロの血液が血管の中を流れ続け、 

血流が悪くなって血管壁が傷つき、 

血管の内側が狭くなり、血管壁が硬くなる 

ことで動脈硬化が起こっていきます。つまり体の隅々まで酸素や栄養素が運ばれなくなってしまう

ことになります。血管の病気「脳梗塞」「心筋梗塞」などを発症することになりえます。糖尿病は、

高血圧や脂質異常症などの病気を併発することが多く、動脈硬化がより進みやすくなります。 

 

 

軟らかい血管           硬い血管 

動脈硬化が始まっていないか調べる 

簡単な検査があります！ 

動脈の血管が硬くなってないか？ 

血管の詰まってないか？を確認する検査です 

 

あなたの血管年齢を確認してみませんか？ 

 

糖尿病の悪化は動脈硬化と深い関係があります！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年度も終わろうとしています。これから新しい新年度に向けて「けんしん」を受けら

れる方も多いのではないでしょうか。「けんしん」には、「健診」と「検診」があり、それぞ

れ違うということをご存知でしょうか。 

「健診」と「検診」をうまく活用して、健康維持や病気の予防・早期発見にお役立てくださ

い。 

特定健診（特定健康診査） 

  メタボリックシンドロームに特化した予防のための検査です。40-74歳が対象です 

横浜市健診 

  横浜市在住の方で、７５歳以上の方対象です。生活習慣の予防・早期発見を目的にしています 

人間ドック 

  個人が任意で受ける生活習慣病やがん検診を広くカバーしている検査です。 

健康生活 6 つのススメ・できることから始めましょう！ 

健診（健康診断） 

病気の予防と早期発見を目的に 

全身の健康状態を確認することで

す。 

 

検診 

特定の病気の早期発見し、 

早期治療につなげることが目的です。 

自治体による対策型の「がん検診」です 

 

 

https://www.heiwakai.com/ 

乳がん検診の 
すすめ  
乳腺外科 

乳がん検診を受けていますか？ 
ＱＲコードの中に乳がん検診について   
気になる情報をまとめてみました 
女性の方はもちろん 
ご家族の方もぜひご覧ください 

 
「けんしん」 

の 
すすめ 

 
 


